
学校名 草加市立川柳小学校 

所在地 埼玉県草加市青柳７－２７－１０ 

電 話 ０４８－９３１－５０２５ 

１ 本校の概要 

明治６年１月開校 

児童数562名 22学級 （特別支援学級４クラス含む） 

学校教育目標「かしこく なかよく うつくしく」 

２ 本校の実践 

 ⑴ 学校全体の学校図書館貸出冊数の目標設定 

 目標23,000冊 校長室前に掲示 

 毎月の本の貸出数と前月より

どのくらい貸出数が増えたか掲

示をしている。 

 ⑵ 朝読書の充実 

 本校では朝読書を週に１回木曜日に行い、読書活

動の充実を図っている。 

 ⑶ 読み聞かせボランティアの方との連携 

 月１回、朝読書の時間に「くれよんの会」の方に

読み聞かせをしていただいている。読み聞かせの勉

強会も行い、子供たちが本に興味をもてるよう工夫

してくださっている。 

 年に 1回、低学年・特別支援学級を

対象に通常 15分間の読み聞かせのと

ころ、30分間の読み聞かせをしていた

だいている。 

 ⑷ 学校司書の活動及びさまざまな連携 

  ア 掲示物の工夫 

 季節に合った掲示を作成し、それに合った本を

手に取りやすいカウンターに置くなど工夫をした。 

  イ 季節に合わせたしおりを作成 

 図書委員の読み聞かせや読書月間ではしおりを

作ってプレゼントした。 

  ウ 貸出数・分析 

 どのクラスがどのくらい借りているかなどのデ

ータの作成やどんな本がよく借りられているかな

ど調べて掲示物作成の手立てとして調査している。 

  エ 各教科に必要な本の配架補助 

 授業で必要な本を用意し、配架

している。各学年分に配架用カー

トがある。 

 ⑸ 図書委員会の活動 

  ア 貸出・返却処理、本の整理などの仕事の分担 

  イ ブックカフェの設置 

 各学年のフロアに本を読めるスペースを確保し、

そこに、図書委員のおすすめの本

の紹介とその本を展示した。 

  ウ 読書月間での読書ビンゴ・しおり作成 

 いろいろなジャンルの本に挑戦できるようにジ

ャンルを書いたビンゴカードを作成し、ビンゴを

達成したら手作りのしおりをプレゼントした。 

  エ 本の貸出数ベスト10・人気の本ベスト10作成 

 ⑹ 11月読書月間の取組 

  ア ３年から５年を対象にしたブックトーク 

 学年に応じたテーマに沿って毎年、行っている。 

  イ 図書委員会による読書ビンゴ 

  ウ 先生のおすすめの本の作成 

 先生のおすすめする本の紹介を

書いてもらい、ブックカフェや西門掲示板（11月）

に掲示した。 

 ⑺ 中央図書館との連携 

  ア 川柳小図書館の市民へ開放（日曜日･地域開放型図書室） 

  イ ２週間おきにある中央図書館サービスコーナー 

    クラス貸しの本（クラスの人数分） 

  ウ 団体貸出の利用 

 朝読書の実施により、朝だけでなく、ちょっとし

た時間でも本を手に取り、読む姿が見られる。これ

らは今までの読書活動の成果といえる。読書月間で

は、貸出数のアップのために読書ビンゴや読み聞か

せをして貸出数の向上を図ったため 11 月は貸出数

が多かった。 

 ⑵ 課題 

 今年度は昨年度の貸出数と比べると若干少ないた

め、さらに工夫をして貸出数を伸ばしていきたい。 

３ 成果と課題 

 ⑴ 成果 

図書貸出数 実績（12月現在） 

年度（4～12月） 冊数 児童 1人平均 

令和元年度 9,769冊 15.36冊 

令和 2年度 14,872冊 26.09冊 

令和 3年度 13,384冊 23.81冊 


